
その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,447.0

0.9

1.4

kWh

m3

79.3

0.4000

0.4890

3,447.0 0.2660

1,605.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

45.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 92,429.0 9.97 921.5 0.4890

0.0

□ 0.0

683.9 0.0136 34.1

□ 0.0

15,198.7 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

51.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 79

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 81

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 41

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

芝4-1-17

3

1年未満

8

□■ 1年度分1,527.65 m2

3

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 03

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 三田いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は、指定管理者が運営・管理。トイレの照明等を間引きで点灯させている。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E139 進相コンデンサ等による力率改善
設備導入対策

E135 エレベータのインバータ制御

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

便座ヒーター等温度の季節別設定

C314 効率的な台数でのボイラ等の運転

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C109 空室・不在時等の空調停止 C117

主要設備の使用状況の把握

所内会議・研修会等で報告

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A216

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 6,015.0

1.6

2.4

kWh

m3

128.5

0.4000

0.4890

6,015.0 0.2660

2,608.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

95.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 195,000.8 9.97 1,944.2 0.4890

0.0

□ 0.0

664.1 0.0136 33.1

□ 0.0

14,758.9 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

68.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 128

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 132

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 67

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

虎ノ門1-21-10

0

1年未満

5

□■ 1年度分1,858.08 m2

4

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 03

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 虎ノ門いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・虎ノ門高齢者在宅サービスセンターを併設。
・区分所有（民間ビルに入居）。当該施設は、指定管理者が運
営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E139 進相コンデンサ等による力率改善

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

便座ヒーター等温度の季節別設定

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

C109 空室・不在時等の空調停止 C117

設備ごとに詳細に把握

所内会議・研修会等で報告

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B104

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A205

A216

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,632.0

0.6

1.1

kWh

m3

329.1

0.4000

0.4890

2,399.0 0.2660

6,677.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

294.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 39,482.0 9.28 366.4 0.4890 19.3
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 603,045.0 9.97 6,012.4 0.4890

0.0

□ 0.0

298.8 0.0136 14.9

□ 0.0

6,639.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 329

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 330

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 172

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

東京都港区

六本木5-16-45

1

1年未満

6

□■ 1年度分6,317.00 m2

5

5 区 市 町 村 名8

－ 0

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 03

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 麻布地区総合支所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・麻布区民センター（指定管理者が運営）、統計調査係、レストランを併設。
・雨水使用の為、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

照明用人感センサの採用

E129 全熱交換器の導入

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E125

E105

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

進入外気に伴う空調負荷の低減C125

C113

C123

中間期における外気冷房の実施

温湿度の適正管理

C110 余熱利用による早めの空調停止

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C508 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A204 取組状況の点検体制の構築 A216

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

所内会議・研修会等で報告



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,397.7

0.9

1.4

kWh

m3

122.6

0.4000

0.4890

3,397.7 0.2660

2,491.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

94.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 193,897.6 9.97 1,933.2 0.4890

0.0

□ 0.0

558.0 0.0136 27.8

□ 0.0

12,399.5 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

61.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 122

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 124

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 64

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

東麻布1-21-2

0

1年未満

6

□■ 1年度分1,995.38 m2

6

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 03

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 飯倉保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・飯倉学童クラブを併設。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E104 照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

C116

C503

個人用端末の不用・離席時の停止

利用客数の時間帯別把握

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

所内の温室効果ガス排出量を集計

組織横断的な推進体制の整備

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築 A206

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,780.0

0.7

1.1

kWh

m3

72.2

0.4000

0.4890

2,780.0 0.2660

1,441.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 125,254.0 9.76 1,222.5 61.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

□ 0.0

219.3 0.0136 10.9

□ 0.0

4,872.9 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

99.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 72

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 73

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 37

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

南麻布4-2-29-101

4

1年未満

6

□■ 1年度分722.45 m2

7

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 03

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 南麻布保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・区分所有（都営住宅と併設）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

デマンドコントローラの設置

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）
設備導入対策

E104

E136

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

C116

C503

個人用端末の不用・離席時の停止

利用客数の時間帯別把握

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

所内の温室効果ガス排出量を集計

組織横断的な推進体制の整備

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築 A206

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

3.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 6,096.0

1.4

2.4

kWh

m3

189.2

0.4000

0.4890

5,403.0 0.2660

3,825.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

91.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 186,219.0 9.97 1,856.6 0.4890

0.0

□ 0.0

1,968.4 0.0136 98.2

□ 0.0

43,743.1 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

50.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 189

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 192

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 98

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

南麻布１－５－２６

4

1年未満

6

□■ 1年度分3,751.88 m2

9

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 03

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 南麻布いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・南麻布高齢者在宅サービスセンター、南麻布地域包括支援センターを併設。当該施設は指定管理者が運
営・管理。
・雨水利用のため、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

全熱交換器の導入

E122 給湯の温水配管の保温の実施

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E106 高効率照明ランプの採用（屋外）
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E130

照明用人感センサの採用

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

C317 その他設備の不使用時の停止

C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C304 利用客数の時間帯別把握

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

温湿度の適正管理

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C123

過去のデータによる傾向の把握

温暖化対策優良事例の情報収集

優良事例の組織内共有体制の構築

設備ごとに詳細に把握

B106

A214

A215

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B104

B107

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

5.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 8,906.0

2.1

3.6

kWh

m3

879.6

0.4000

0.4890

7,843.0 0.2660

17,586.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 81,007.3 9.76 790.6 39.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

298.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 284,782.0 9.28 2,642.8 0.4890 139.3
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 609,804.0 9.97 6,079.7 0.4890

0.0

□ 0.0

8,072.9 0.0136 402.6

□ 0.0

179,397.6 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

59.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 879

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③） 884

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 453

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

東京都港区

赤坂4-18-13

5

1年未満

7

□■ 1年度分14,697.10 m2

1

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 赤坂地区総合支所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・赤坂区民センター、健康増進センター、シティハイツ赤坂（共用部分、職員寮、区営住宅）を併設、これらの
施設は指定管理者が運営・管理している。
・雨水利用のため、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

全熱交換器の導入

E122 給湯の温水配管の保温の実施

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E109

E129

空調の冷温水配管の保温の実施

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

水道メータ等で漏水の有無の点検C524

C121

C509

屋内駐車場換気の不要時間の停止

中央熱源機器等の季節設定実施

C508 空室・不在時等の空調停止 C123 温湿度の適正管理

C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C108

設備ごとに詳細に把握

所内の温室効果ガス排出量を集計

組織横断的な推進体制の整備

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築 A206

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B103

B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,919.0

1.0

1.6

kWh

m3

80.1

0.4000

0.4890

3,919.0 0.2660

1,600.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 127,900.9 9.76 1,248.3 62.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

□ 0.0

352.0 0.0136 17.6

□ 0.0

7,822.2 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

72.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 80

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 82

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 41

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

南青山1-3-15

6

1年未満

7

□■ 1年度分1,100.00 m2

3

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 南青山保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・高温時を除き、扇風機やファンの多用を心がけている。
・区分所有（都営住宅と併設）。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

C510 その他設備の不使用時の停止

C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C115 事務用機器を業務終了時に停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C123 温湿度の適正管理

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C112

過去のデータによる傾向の把握

所内で温暖化対策情報の提供

所内会議・研修会等で報告

時間的に詳細に把握

B106

A211

A216

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,398.0

0.6

1.0

kWh

m3

98.7

0.4000

0.4890

2,398.0 0.2660

1,974.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 117,412.0 9.76 1,145.9 57.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

□ 0.0

828.6 0.0136 41.3

□ 0.0

18,412.8 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

39.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 98

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 99

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 50

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

南青山2-16-5

6

1年未満

7

□■ 1年度分2,471.33 m2

5

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 青山いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

蒸気バルブ等の断熱強化

E129 全熱交換器の導入

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E104

E127

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D104 空調フィルターの清掃・点検

換気フィルターの清掃・点検

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

給湯設定と使用場所の温度差把握C312

季節に応じた温度設定の見直し C117

C315 水道メータ等で漏水の有無の点検 C127

便座ヒーター等温度の季節別設定

看板照明点灯時間の季節別管理

C311

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C132 開け放し開口部面積の縮小

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C113 中間期における外気冷房の実施

温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C110 余熱利用による早めの空調停止

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C108

過去のデータによる傾向の把握

時間的に詳細に把握

B106
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B103

B107

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 5,291.6

0.8

2.1

kWh

m3

455.6

0.4000

0.4890

2,839.2 0.2660

9,239.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 70,602.0 9.76 689.1 34.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

341.3

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 697,981.0 9.97 6,958.9 0.4890

0.0

□ 0.0

1,571.8 0.0136 78.4

□ L 493.0 39.10 19.3 0.0189 1.3

34,929.7 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（A重油）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

40.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 455

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 457

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 238

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

高輪1-16-25

1

1年未満

8

□■ 1年度分11,255.01 m2

6

8 区 市 町 村 名8

－ 0

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 高輪地区総合支所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・A重油は非常用発電機に使用している。・高輪区民センター、シティハイツ高輪を併設している。それぞれ
指定管理者が運用・管理している。
・教育委員会所管の高輪図書館を併設しているが、本報告には含まれな
い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

照明用人感センサの採用

E109 空調の冷温水配管の保温の実施

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E125

E105

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

屋内駐車場換気の不要時間の停止C121

余熱利用による早めの空調停止 C115

C508 空室・不在時等の空調停止 C120

事務用機器を業務終了時に停止

外灯等の点灯時間の季節別管理

C506

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C113 中間期における外気冷房の実施

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C110 余熱利用による早めの空調停止

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

過去のデータによる傾向の把握

排出状況の整理・分析・提供

組織横断的な推進体制の整備

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築 A207

A208

所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A205

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A206

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 875.8

0.8

0.4

kWh

m3

232.9

0.4000

0.4890

2,924.0 0.2660

4,670.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 212,555.0 9.76 2,074.5 103.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

25.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 53,025.0 9.97 528.7 0.4890

0.0

□ 0.0

2,067.0 0.0136 103.1

□ 0.0

45,932.3 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

58.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 232

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 233

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 120

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

白金台4-8-5

7

1年未満

8

□■ 1年度分3,964.72 m2

8

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 白金台いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・白金台児童館（区が運営・管理）を併設。
・当該施設は指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E142 太陽熱利用設備の導入
設備導入対策

E141 太陽光発電設備の導入

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

空室・不在時等の空調停止 C115 事務用機器を業務終了時に停止C508

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C132 開け放し開口部面積の縮小

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C123 温湿度の適正管理

季節に応じた外気導入量の適正化

C109 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C112

エネルギー等情報の対策への活用

推進担当者の知識向上・内部還元

優良事例の組織内共有体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

B108

A213

A215

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,769.3

1.0

1.5

kWh

m3

140.2

0.4000

0.4890

3,763.3 0.2660

2,833.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

67.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 137,866.9 9.97 1,374.5 0.4890

0.0

□ 0.0

1,458.6 0.0136 72.7

□ 0.0

32,413.1 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

54.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 140

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 142

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 73

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

白金3-10-12

7

1年未満

8

□■ 1年度分2,564.50 m2

0

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 白金保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・白金いきいきプラザ、白金保育サポートと併設（それぞれ指定管理者と委託業者が運営・管理）。当該施設
は区が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

D108 その他設備の定期的な保守・点検

余熱利用による早めの空調停止

C508 空室・不在時等の空調停止

C506

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C110 余熱利用による早めの空調停止

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

エネルギー等情報の対策への活用

温暖化対策優良事例の情報収集

主要設備の使用状況の把握

B108

A214

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 4,072.7

1.0

1.6

kWh

m3

242.5

0.4000

0.4890

3,720.7 0.2660

5,020.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

128.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 69,439.0 9.28 644.4 0.4890 34.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 263,458.3 9.97 2,626.7 0.4890

0.0

1,145.1 0.0600 50.5

□ MJ 315,080.0 1.36 428.5 0.0600 18.9

11.8 0.0136 0.6

□ kg 3,225.4 50.80 163.8 0.0161 9.7

261.9 45.00

□ MJ 841,950.4 1.36

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（温水）

その他（冷水）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

44.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 242

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 244

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 129

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

台場1-5-1

9

1年未満

5

□■ 1年度分5,387.24 m2

2

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 台場分室

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・緑のカーテンで日差しを遮る（保育園、児童館）
・台場区民センター（指定管理者が運営・管理）、台場保育
園、台場児童館（それぞれ区が運営・管理）を併設。区分所有（UR住宅と併設）の施設。
・下水が多いのは、
雨水を「有明水処理センター」へ送水後、高度処理水として変換後に中水として利用しているため。
・地域冷
暖房（冷水及び温水）を利用している

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

高効率モータの導入（空調用）

E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E109 空調の冷温水配管の保温の実施
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E110

照明用人感センサの採用

設備保守対策

D108 その他設備の定期的な保守・点検

便座ヒーター等温度の季節別設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C510 その他設備の不使用時の停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C117

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 1,480.0

0.4

0.6

kWh

m3

127.9

0.4000

0.4890

1,480.0 0.2660

2,582.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

72.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 13,587.0 9.28 126.1 0.4890 6.6
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 149,083.0 9.97 1,486.4 0.4890

0.0

□ 0.0

969.7 0.0136 48.4

□ 0.0

21,549.6 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

62.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 127

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 127

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 66

1 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

芝浦4-13-1

2

1年未満

8

□■ 1年度分2,020.50 m2

3

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝浦港南区民センター

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E103 高効率照明器具の採用（屋内）
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D104 空調フィルターの清掃・点検

換気フィルターの清掃・点検

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

C503

C524

利用客数の時間帯別把握

水道メータ等で漏水の有無の点検

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,911.0

1.0

1.6

kWh

m3

82.4

0.4000

0.4890

3,911.0 0.2660

1,676.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

71.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 145,947.0 9.97 1,455.1 0.4890

0.0

□ 0.0

221.0 0.0136 11.0

□ 0.0

4,911.6 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

69.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 82

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 84

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 43

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

港南4-2-3-101

7

1年未満

8

□■ 1年度分1,185.33 m2

4

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 こうなん保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・区分所有（都営住宅と併設）・使わない部屋や日が差す廊下の消灯。昼寝の時間帯12～１５時間の保育室
と廊下の消灯。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C506 余熱利用による早めの空調停止 C123 温湿度の適正管理

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

過去のデータによる傾向の把握

組織横断的な推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

A208

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

6.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 9,423.0

2.5

3.8

kWh

m3

197.0

0.4000

0.4890

9,423.0 0.2660

3,935.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 310,085.0 9.76 3,026.4 151.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

□ 0.0

909.2 0.0136 45.3

□ 0.0

20,204.1 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

156.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 196

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

6

総　計（④=②+③） 202

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 101

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

港南4-2-1

7

1年未満

8

□■ 1年度分1,254.00 m2

5

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 港南いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・区分所有（都営住宅と併設）。当該施設は、指定管理者が運営・管理。温水プールを設置。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

給湯の温水配管の保温の実施

E133 節水器具の採用

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104

E122

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

自動販売機の休日・夜間照明停止C118

C113

C115

中間期における外気冷房の実施

事務用機器を業務終了時に停止

C315 水道メータ等で漏水の有無の点検 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C311 季節に応じた温度設定の見直し C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A206

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 7,249.0

1.7

2.9

kWh

m3

234.6

0.4000

0.4890

6,364.0 0.2660

4,750.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

203.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 41,653.0 9.28 386.5 0.4890 20.4
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 416,148.0 9.97 4,149.0 0.4890

0.0

□ 0.0

214.7 0.0136 10.7

□ 0.0

4,771.4 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

62.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 234

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 238

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 122

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝浦4-20-1

2

1年未満

8

□■ 1年度分3,761.20 m2

6

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝浦アイランドこども園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・ロールカーテンを活用して室温の調整に役立てている。
・芝浦アイランド児童高齢者交流プラザを併設。当
該施設は、指定管理者が運営・管理。
・雨水使用のため、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

全熱交換器の導入

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E104

E129

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

空室・不在時等の空調停止 C122

C115

冷風と温風の混合損失の防止

事務用機器を業務終了時に停止

C508

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

エネルギー等情報の対策への活用

所内会議・研修会等で報告

過去のデータによる傾向の把握

B108

A216

所内で温暖化対策情報の提供

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B102 関連他者からの情報を加えて把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

A211

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

3.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 5,545.0

1.5

2.2

kWh

m3

75.2

0.4000

0.4890

5,545.0 0.2660

1,517.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

28.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 58,621.0 9.97 584.5 0.4890

0.0

□ 0.0

932.7 0.0136 46.5

□ 0.0

20,727.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

179.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 75

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 78

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 39

5 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

7 8

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝2-2-18

1

1年未満

5

□■ 1年度分417.96 m2

9

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 23

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ふれあいの湯

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は、指定管理者が運営・管理。


□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

空調の冷温水配管の保温の実施

E120 ヒートポンプ式給湯器等の導入

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E125

E109

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

その他設備の不使用時の停止C317

C314

C319

効率的な台数でのボイラ等の運転

蒸気の漏れ・保温の管理

C311 季節に応じた温度設定の見直し C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C315 水道メータ等で漏水の有無の点検 C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

温湿度の適正管理

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C123

設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

温暖化対策優良事例の情報収集

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B103

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A208

A204 取組状況の点検体制の構築 A214

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織横断的な推進体制の整備



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

10.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 15,403.0

4.1

6.2

kWh

m3

471.8

0.4000

0.4890

15,403.0 0.2660

9,590.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

385.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 787,526.8 9.97 7,851.6 0.4890

0.0

□ 0.0

1,739.2 0.0136 86.7

□ 0.0

38,649.8 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

105.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 471

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③） 481

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 247

4 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

白金台5-20-5

7

1年未満

8

□■ 1年度分4,466.78 m2

0

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 特別養護老人ホーム白金の森

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・高齢者在宅サービスセンター白金の森、地域包括支援センター白金の森を併設。当該施設は、指定管理
者が運営・管理。
・雑排水、雨水が混合しているため、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

蒸気バルブ等の断熱強化

E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

E105 照明用人感センサの採用

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E104

E127

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

不使用室の空調停止C417

季節に応じた温度設定の見直し C117

C413 水道メータ等で漏水の有無の点検 C118

便座ヒーター等温度の季節別設定

自動販売機の休日・夜間照明停止

C409

C402 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

C404 加熱時間表示等による無駄の抑制 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C113 中間期における外気冷房の実施

可能な限り低い照度設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C133

エネルギー等情報の対策への活用

所内会議・研修会等で報告

過去のデータによる傾向の把握

B108

A216

所内で温暖化対策情報の提供

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A206

A211

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

所内の温室効果ガス排出量を集計



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

17.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 25,580.0

6.8

10.2

kWh

m3

1,028.6

0.4000

0.4890

25,580.0 0.2660

20,852.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

670.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,370,512.0 9.97 13,664.0 0.4890

0.0

□ 0.0

7,188.5 0.0136 358.5

□ 0.0

159,745.5 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

109.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1,028

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

17

総　計（④=②+③） 1,045

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 537

4 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

港南3-3-23

7

1年未満

8

□■ 1年度分9,363.50 m2

1

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 特別養護老人ホーム港南の郷

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・高齢者在宅サービスセンター港南の郷、ケアハウス港南の郷、地域包括支援センター港南の郷を併設。当
該施設は、指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C113 中間期における外気冷房の実施

C402 利用状況に応じた空調の設定変更

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

13.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 20,598.7

5.5

8.2

kWh

m3

676.8

0.4000

0.4890

20,598.7 0.2660

13,543.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 146,188.7 9.76 1,426.8 71.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

258.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 205,403.6 9.28 1,906.1 0.4890 100.4
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 528,678.6 9.97 5,270.9 0.4890

0.0

□ 0.0

4,939.9 0.0136 246.3

□ 0.0

109,776.4 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

79.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 676

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

13

総　計（④=②+③） 689

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 349

4 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

赤坂6-6-14

5

1年未満

7

□■ 1年度分8,491.34 m2

2

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 特別養護老人ホームサン・サン赤坂

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・エアコンの設定温度を夏は２８度、冬は２０度とし、職員への周知及び喚起を行った。
・夜間時の人が少なくなる時間帯は照明を夜間モードにし、点灯箇所の制限を行った。
・毎月の管理職の会議で使用状況の確認を行い、使用量をグラフ化したものを職員通用口に掲示し、職員へ
の意識啓発を行った。
・高齢者在宅サービスセンターサン・サン赤坂、赤坂子ども中高生プラザを併設している。
・教育委員会所管の氷川武道場も併設しているが、氷川武道場は本報告の実績には含まない。
・当該施設は、指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

照明用人感センサの採用

E136 デマンドコントローラの設置

E104 照明点灯範囲の細分化
設備導入対策

E102

E105

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

ポンプ・ファンの流量、圧力調整C419

C115

C116

事務用機器を業務終了時に停止

個人用端末の不用・離席時の停止

C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C132 開け放し開口部面積の縮小

C113 中間期における外気冷房の実施

予熱・予冷時の外気導入の停止

C109 空室・不在時等の空調停止 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C111

過去のデータによる傾向の把握

所内の温室効果ガス排出量を集計

組織横断的な推進体制の整備

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築 A206

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,550.0

0.6

1.0

kWh

m3

100.3

0.4000

0.4890

2,391.0 0.2660

2,157.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

49.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 101,534.0 9.97 1,012.3 0.4890

0.0

207.1 0.0600 9.1

□ 0.0

25.8 0.0136 1.3

□ MJ 670,900.0 1.36 912.4 0.0600 40.3

572.3 45.00

□ MJ 152,300.0 1.36

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（温水）

その他（冷水）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

68.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 100

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 101

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 55

4 2 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

台場1-5-5

9

1年未満

5

□■ 1年度分1,466.92 m2

3

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 台場高齢者在宅サービスセンター

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・区分所有（UR住宅と併設）。当該施設は、指定管理者が運営・管理。
・下水が多いのは、雨水を「有明水処理センター」へ送水後、高度処理水として変換後に中水として利用して
いるため。
・地域冷暖房（冷水、温水）を利用している。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

蒸気バルブ等の断熱強化

E110 高効率モータの導入（空調用）

E109 空調の冷温水配管の保温の実施

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E127

照明用人感センサの採用

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

外灯等の点灯時間の季節別管理C120

C116

C117

個人用端末の不用・離席時の停止

便座ヒーター等温度の季節別設定

C315 水道メータ等で漏水の有無の点検 C110 余熱利用による早めの空調停止

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C311 季節に応じた温度設定の見直し C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C109 空室・不在時等の空調停止 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C104

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A216

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

所内会議・研修会等で報告



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

3.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 4,698.0

1.3

1.9

kWh

m3

88.7

0.4000

0.4890

4,976.0 0.2660

1,794.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

46.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 94,494.0 9.97 942.1 0.4890

0.0

□ 0.0

852.8 0.0136 42.5

□ 0.0

18,950.3 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

57.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 88

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 91

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 46

4 2 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

北青山1-6-1

6

1年未満

7

□■ 1年度分1,541.92 m2

4

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 北青山高齢者在宅サービスセンター

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・施設入口のエントランス、各フロアーのベランダに緑のカーテンを設置。
・北青山地域包括支援センターを
併設。区分所有（都営住宅と併設）。当該施設は、指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E109 空調の冷温水配管の保温の実施
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

D106 ボイラ等の定期点検の実施

中央熱源機器等の季節設定実施C509

C113

C116

中間期における外気冷房の実施

個人用端末の不用・離席時の停止

C108 温度計等による室温の把握と調整

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C105 昼休み時の消灯の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C104

エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A206

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,009.0

1.1

1.2

kWh

m3

108.2

0.4000

0.4890

3,987.0 0.2660

2,191.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

65.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 134,215.0 9.97 1,338.1 0.4890

0.0

□ 0.0

852.9 0.0136 42.5

□ 0.0

18,954.2 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

108.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 108

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 110

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 56

4 2 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝3-24-5

1

1年未満

5

□■ 1年度分991.28 m2

5

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝高齢者在宅サービスセンター

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・芝地域包括支援センターを併設。当該施設は、指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

照明用人感センサの採用

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E125

E105

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C317 その他設備の不使用時の停止

C122 冷風と温風の混合損失の防止

C132 開け放し開口部面積の縮小

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

採光を利用した消灯の実施

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 5,131.0

1.9

2.1

kWh

m3

833.9

0.4000

0.4890

7,247.0 0.2660

16,922.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

604.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,237,113.0 9.97 12,334.0 0.4890

0.0

□ 0.0

4,577.9 0.0136 228.3

□ L 260.0 39.10 10.2 0.0189 0.7

101,730.7 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（A重油）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

46.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 833

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 836

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 436

5 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

芝1-8-23

1

1年未満

5

□■ 1年度分17,809.94 m2

6

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 障害保健福祉センター

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・シティハイツ竹芝（区民住宅、職員寮）を併設。当該施設は指定管理者が運営・管理。
・A重油は非常用発
電機に使用。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E122 給湯の温水配管の保温の実施

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C523 蒸気の漏れ・保温の管理

C522 効率的な台数でのボイラ等の運転

屋内駐車場換気の不要時間の停止

C509 中央熱源機器等の季節設定実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C121

主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A208

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織横断的な推進体制の整備



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 4,413.0

1.2

1.8

kWh

m3

127.2

0.4000

0.4890

4,413.0 0.2660

2,585.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

103.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 211,728.0 9.97 2,110.9 0.4890

0.0

□ 0.0

474.8 0.0136 23.7

□ 0.0

10,550.1 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

48.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 127

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 129

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 66

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

東麻布2-1-1

4

1年未満

6

□■ 1年度分2,614.98 m2

9

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 33

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東麻布保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・閉校した旧飯倉小学校の一部を使用。
・東麻布学童クラブ、みなと保育サポート東麻布を併設している。
・
教育委員会所管のつばさ学級を併設しているが、本報告には含まれていない。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E103 高効率照明器具の採用（屋内）
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C504 利用状況に応じた空調の設定変更

C508 空室・不在時等の空調停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C503 利用客数の時間帯別把握

温湿度の適正管理

C109 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C123

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A208

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織横断的な推進体制の整備



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 148.0

0.0

0.1

kWh

m3

125.4

0.4000

0.4890

148.0 0.2660

2,467.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

61.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 130,599.0 9.28 1,212.0 0.4890 63.9
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 125,892.0 9.97 1,255.1 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

14.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 125

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 125

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 63

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

6 9

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

港南2-14-17

7

1年未満

8

□■ 1年度分8,844.33 m2

0

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 43

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 品川駅港南口公共駐車場

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・ガスの使用はなし。中央熱源設備、厨房は設置していない。当該施設は、指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C510 その他設備の不使用時の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C126 事務用機器の台数見直し・集約化

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

温度計等による室温の把握と調整

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C108

排出状況の整理・分析・提供

組織横断的な推進体制の整備

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築 A207

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 1,009.0

0.3

0.4

kWh

m3

365.0

0.4000

0.4890

1,009.0 0.2660

7,209.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 8,585.0 9.76 83.8 4.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

197.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 333,373.0 9.28 3,093.7 0.4890 163.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 404,437.0 9.97 4,032.2 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

31.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 364

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 364

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 186

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

6 9

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

麻布十番1-4-10

4

1年未満

6

□■ 1年度分11,740.00 m2

1

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 43

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 麻布十番公共駐車場

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・ガスの使用はなし。24時間稼働の施設である。当該施設は、指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C510 その他設備の不使用時の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C126 事務用機器の台数見直し・集約化

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

温度計等による室温の把握と調整

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C108

排出状況の整理・分析・提供

組織横断的な推進体制の整備

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築 A207

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 307.0

0.1

0.1

kWh

m3

136.8

0.4000

0.4890

307.0 0.2660

2,731.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

95.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 85,045.0 9.28 789.2 0.4890 41.6
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 194,784.1 9.97 1,942.0 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

29.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 136

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 136

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 70

1 3 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 2

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

浜松町1-13-1

1

1年未満

5

□■ 1年度分4,630.98 m2

2

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 43

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 エコプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は、指定管理者が運営・管理。
・シティハイツ神明を併設している。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

ポンプ・ファンのインバータ制御

E135 エレベータのインバータ制御

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E104

E111

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

その他設備の不使用時の停止C510

C503

C524

利用客数の時間帯別把握

水道メータ等で漏水の有無の点検

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C108

過去のデータによる傾向の把握

組織横断的な推進体制の整備

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築 A208

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A205

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A207

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

5.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 8,715.0

2.3

3.5

kWh

m3

243.3

0.4000

0.4890

8,475.0 0.2660

4,940.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

182.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 372,563.0 9.97 3,714.5 0.4890

0.0

□ 0.0

1,226.4 0.0136 61.2

□ 0.0

27,252.9 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

23.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 243

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③） 248

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 127

1 7 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 8

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

港南3-9-59

7

1年未満

8

□■ 1年度分10,438.98 m2

3

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 43

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 みなとリサイクル清掃事務所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・雨水利用のため下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E129 全熱交換器の導入

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D102

D108

セントラル空調のフィルター清掃

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D107 ボイラ等の空気比の調整

C523

C524

蒸気の漏れ・保温の管理

水道メータ等で漏水の有無の点検

C121 屋内駐車場換気の不要時間の停止

C129 季節に応じた温度設定の見直し

C116 個人用端末の不用・離席時の停止

余熱利用による早めの空調停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C115 事務用機器を業務終了時に停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C110

主要設備の使用状況の把握

時間的に詳細に把握

B107
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握

組織体制の整備

A204 取組状況の点検体制の構築 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

9.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 15,214.0

3.5

6.1

kWh

m3

1,750.3

0.4000

0.4890

13,243.0 0.2660

35,608.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

1,519.3

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 3,106,966.0 9.97 30,976.5 0.4890

0.0

□ 0.0

4,631.8 0.0136 231.0

□ 0.0

102,928.4 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1,750

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

9

総　計（④=②+③） 1,759

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 918

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

東京都港区

芝公園1-5-25

1

1年未満

5

□■ 1年度分33,573.00 m2

4

1 区 市 町 村 名8

－ 0

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 43

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 区役所本庁舎・議会棟

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・雨水使用のため、下水が多い。
・太陽熱の給湯設備を設置している。・センサーによるエリア毎での空調制
御、調光を行っている。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

高効率照明ランプの採用（屋外）

E109 空調の冷温水配管の保温の実施

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E125

E106

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

水道メータ等で漏水の有無の点検C524

C123

C115

温湿度の適正管理

事務用機器を業務終了時に停止

C108 温度計等による室温の把握と調整

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C104 採光を利用した消灯の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C103

設備ごとに詳細に把握

所内の温室効果ガス排出量を集計

組織横断的な推進体制の整備

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築 A206

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

3.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 5,519.4

1.5

2.2

kWh

m3

206.5

0.4000

0.4890

5,519.4 0.2660

4,209.4

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

206.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 422,211.1 9.97 4,209.4 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

71.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 206

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 209

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 108

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

高輪3-18-15

7

1年未満

8

□■ 1年度分2,880.36 m2

3

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 高輪保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・高輪いきいきプラザ（指定管理者が運営・管理）、高輪児童館（区が運営・管理）を併設。
・地中熱設置施設

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

便座ヒーター等温度の季節別設定C117

余熱利用による早めの空調停止 C113

C508 空室・不在時等の空調停止 C132

中間期における外気冷房の実施

開け放し開口部面積の縮小

C506

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C110 余熱利用による早めの空調停止

昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C105

エネルギー等情報の対策への活用

温暖化対策優良事例の情報収集

所内会議・研修会等で報告

主要設備の使用状況の把握

B108

取組状況の点検体制の構築 A214

A216

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,701.0

0.9

1.5

kWh

m3

232.3

0.4000

0.4890

3,504.0 0.2660

4,663.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

181.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 104,963.0 9.28 974.1 0.4890 51.3
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 370,064.0 9.97 3,689.5 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

30.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 232

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 234

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 120

1 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 4

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

三田1丁目4番10号

7

1年未満

8

□■ 1年度分7,525.42 m2

4

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 みなと保健所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・地中熱設置施設。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

窓際照明の連続調光制御

E109 空調の冷温水配管の保温の実施

E105 照明用人感センサの採用

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E125

E126

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

空室・不在時等の空調停止 C521

C525

利用客数別燃料使用量の把握

利用客数別水道使用量の把握

C508

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

主要設備の使用状況の把握

設備ごとに詳細に把握

B107

組織横断的な推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B102 関連他者からの情報を加えて把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A204 取組状況の点検体制の構築 A207

A208

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

排出状況の整理・分析・提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

6.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 8,954.1

2.4

3.6

kWh

m3

520.5

0.4000

0.4890

9,170.3 0.2660

10,613.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

520.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,064,492.5 9.97 10,613.0 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 520

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

6

総　計（④=②+③） 526

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 273

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

三田1-4-10

7

1年未満

8

□■ 1年度分9,907.24 m2

5

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 神明いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・神明子ども中高生プラザ（指定管理者が運営・管理）、神明保育園（区が運営・管理）を併設。
・雨水利用の
ため、下水が多い。
・ガスの使用なし。ボイラーの設置なし。地中熱設置施設。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

ポンプ・ファンのインバータ制御

E130 全熱交換器の導入

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E102

E111

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

可能な限り低い照度設定

C123 温湿度の適正管理

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C133

所内会議・研修会等で報告

過去のデータによる傾向の把握

A216

温暖化対策優良事例の情報収集

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A209

A204 取組状況の点検体制の構築 A214

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

都などの無料の相談機関の利用



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 7,244.0

1.9

2.9

kWh

m3

277.0

0.4000

0.4890

7,311.0 0.2660

5,644.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

264.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 541,004.0 9.97 5,393.8 0.4890

0.0

□ 0.0

250.4 0.0136 12.5

□ 0.0

5,564.1 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

40.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 277

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 281

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 145

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

港南4-3-7

7

1年未満

8

□■ 1年度分6,875.32 m2

6

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 港南子ども中高生プラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・たかはま保育園を併設。当該施設は、指定管理者が運営・管理。
・雨水を使用しているため、下水が多い。

・地中熱設置施設

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

照明点灯範囲の細分化

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E125 高輝度誘導灯の導入

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E104

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C128

C509

ポンプ・ファンの流量、圧力調整

中央熱源機器等の季節設定実施

C506 余熱利用による早めの空調停止 C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C127 看板照明点灯時間の季節別管理

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

中間期における外気冷房の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C122 冷風と温風の混合損失の防止

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C113

過去のデータによる傾向の把握

所内会議・研修会等で報告

設備ごとに詳細に把握

B106

A216

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B104

B107

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A205

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

6.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 9,533.0

2.5

3.8

kWh

m3

73.5

0.4000

0.4890

9,533.0 0.2660

1,498.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

73.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 150,340.0 9.97 1,498.9 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

4.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 73

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

6

総　計（④=②+③） 79

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 38

5 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 0

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

赤坂9丁目7番9号

5

1年未満

7

□■ 1年度分16,370.00 m2

8

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 檜町公園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・面積は敷地面積を入力している。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B102 関連他者からの情報を加えて把握 B106

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,060.0

0.5

0.8

kWh

m3

103.7

0.4000

0.4890

2,060.0 0.2660

2,086.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

83.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 40,444.7 9.28 375.3 0.4890 19.8
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 171,612.0 9.97 1,711.0 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

31.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 103

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 104

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 53

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

高輪1-4-35

7

1年未満

8

□■ 1年度分3,297.12 m2

9

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 高輪子ども中高生プラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は、指定管理者が運営・管理。
・空調機を時間帯別に完結運転を行った。
・朝の清掃時には消灯した状態で作業し、点灯箇所を必要最低限とした。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

太陽光発電設備の導入

E136 デマンドコントローラの設置
設備導入対策

E102

E141

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C117

C524

便座ヒーター等温度の季節別設定

水道メータ等で漏水の有無の点検

C122 冷風と温風の混合損失の防止

C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105

所内の温室効果ガス排出量を集計

所内で温暖化対策情報の提供

過去のデータによる傾向の把握

A206

A211

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

3.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 5,753.0

1.5

2.3

kWh

m3

111.0

0.4000

0.4890

5,753.0 0.2660

2,217.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 202,636.0 9.76 1,977.7 99.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

□ 0.0

239.5 0.0136 11.9

□ 0.0

5,321.4 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

50.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 111

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 114

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 57

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

高輪3丁目19番36号

7

1年未満

8

□■ 1年度分2,201.27 m2

1

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 63

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 桂坂保育室（港区保育室）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E105 照明用人感センサの採用

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

その他設備の不使用時の停止C510

C117

C130

便座ヒーター等温度の季節別設定

エレベータ運転台数の制限

C132 開け放し開口部面積の縮小

C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C123 温湿度の適正管理

温度計等による室温の把握と調整

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108

主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

所内で温暖化対策情報の提供

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B102 関連他者からの情報を加えて把握 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A205

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A211

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

8.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 12,346.6

3.3

4.9

kWh

m3

162.9

0.4000

0.4890

12,346.6 0.2660

3,265.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

79.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 53,594.2 9.28 497.4 0.4890 26.2
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 162,644.5 9.97 1,621.6 0.4890

0.0

□ 0.0

1,146.6 0.0136 57.2

□ 0.0

25,481.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

144.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 162

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

8

総　計（④=②+③） 170

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 84

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

芝5丁目18番1号101

1

1年未満

5

□■ 1年度分1,123.49 m2

3

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 63

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・みなと子育て応援プラザPokkeを併設。区分所有（都営住宅と併設）。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E120 ヒートポンプ式給湯器等の導入

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C117

C120

便座ヒーター等温度の季節別設定

外灯等の点灯時間の季節別管理

C506 余熱利用による早めの空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

C508 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C108

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,397.0

0.9

1.4

kWh

m3

92.7

0.4000

0.4890

3,397.0 0.2660

1,876.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

50.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 103,956.0 9.97 1,036.4 0.4890

0.0

□ 0.0

840.4 0.0136 41.9

□ 0.0

18,675.8 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

55.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 92

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 94

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 48

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

三田4丁目19番30号

7

1年未満

8

□■ 1年度分1,664.82 m2

5

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 63

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 伊皿子坂保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

ヒートポンプ式給湯器等の導入

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E104

E120

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D108

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C524

C510

水道メータ等で漏水の有無の点検

その他設備の不使用時の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C132 開け放し開口部面積の縮小

冷風と温風の混合損失の防止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C123 温湿度の適正管理

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C122

過去のデータによる傾向の把握

時間的に詳細に把握

B106

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,525.0

0.7

1.0

kWh

m3

140.4

0.4000

0.4890

2,525.0 0.2660

2,845.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

89.3

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 182,700.0 9.97 1,821.5 0.4890

0.0

□ 0.0

1,023.9 0.0136 51.1

□ 0.0

22,754.1 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 140

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 141

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 73

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝公園2-7-3

1

1年未満

5

□■ 1年度分2,649.71 m2

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 63

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝公園保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・照明は調整機能を使用し、明るさの微調整を行っている。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E141 太陽光発電設備の導入
設備導入対策

E105 照明用人感センサの採用

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C508 空室・不在時等の空調停止 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C130 エレベータ運転台数の制限

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C105

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 1,728.0

0.5

0.7

kWh

m3

117.7

0.4000

0.4890

1,728.0 0.2660

2,399.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

117.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 240,681.0 9.97 2,399.6 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ 0.0

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

77.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 117

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 118

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 61

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝浦４－６－８田町ファーストビル2階

2

1年未満

8

□■ 1年度分1,501.45 m2

0

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝浦橋保育室（港区保育室）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・区分所有（民間ビル）。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

全熱交換器の導入

E133 節水器具の採用

E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E104

E129

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107 ボイラ等の空気比の調整

C129 季節に応じた温度設定の見直し

C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C127 看板照明点灯時間の季節別管理

C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

空調機スイッチに空調範囲を表示

C110 余熱利用による早めの空調停止

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C104 採光を利用した消灯の実施

C107

過去のデータによる傾向の把握

時間的に詳細に把握

B106
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A208

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織横断的な推進体制の整備



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 6,678.9

1.4

2.7

kWh

m3

263.4

0.4000

0.4890

5,325.0 0.2660

5,288.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

126.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 69,683.3 9.28 646.7 0.4890 34.1
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 258,482.7 9.97 2,577.1 0.4890

0.0

□ 0.0

2,064.3 0.0136 102.9

□ 0.0

45,872.6 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 263

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 267

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 136

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

南麻布4丁目6-7

4

1年未満

6

□■ 1年度分5,017.91 m2

2

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 麻布子ども中高生プラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・本村保育園（区が運営・管理）、ありすいきいきプラザ（指定管理者が運営・管理）を併設。当該施設は指定
管理者が運営・管理している。
・雨水利用のため、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

全熱交換器の導入

E122 給湯の温水配管の保温の実施

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E109 空調の冷温水配管の保温の実施
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E130

照明用人感センサの採用

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検

C510 その他設備の不使用時の停止

C503 利用客数の時間帯別把握

可能な限り低い照度設定

C108 温度計等による室温の把握と調整

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C133

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A211

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

所内で温暖化対策情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

5.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 7,517.8

2.0

3.0

kWh

m3

226.2

0.4000

0.4890

7,336.5 0.2660

4,558.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 25,673.0 9.76 250.6 12.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

119.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 31,053.0 9.28 288.2 0.4890 15.2
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 245,096.0 9.97 2,443.6 0.4890

0.0

□ 0.0

1,576.4 0.0136 78.6

□ 0.0

35,030.6 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

47.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 226

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 230

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 117

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

西麻布二丁目13番3号

3

1年未満

6

□■ 1年度分4,723.89 m2

3

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 西麻布いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・西麻布保育園（区が運営・管理）、子育てひろばあっぴぃ西麻布（委託業者が運営・管理）を併設。
・雨水利
用のため、下水が多い。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

空調の冷温水配管の保温の実施

E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E106 高効率照明ランプの採用（屋外）
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E109

照明用人感センサの採用

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108 その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

C311 季節に応じた温度設定の見直し C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C315 水道メータ等で漏水の有無の点検 C317 その他設備の不使用時の停止

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

採光を利用した消灯の実施

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

過去のデータによる傾向の把握

優良事例の組織内共有体制の構築

設備ごとに詳細に把握

B106

A215

温暖化対策優良事例の情報収集

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B104

B107

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A213

A214

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

推進担当者の知識向上・内部還元



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 636.0

0.2

0.3

kWh

m3

175.2

0.4000

0.4890

636.0 0.2660

3,570.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

175.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 357,900.0 9.97 3,568.3 0.4890

0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ L 60.0 37.70 2.3 0.0187 0.2

0.0 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（軽油）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

20.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 175

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 175

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 92

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

6 9

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

港南３丁目３-１７

7

1年未満

8

□■ 1年度分8,627.00 m2

5

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 シティハイツ港南（共用部）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・シティハイツ港南の報告対象範囲は１階ロビー部分と４階から２５階の共用部である。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

C508 空室・不在時等の空調停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

温湿度の適正管理

C109 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C123

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,857.0

0.9

1.5

kWh

m3

163.9

0.4000

0.4890

3,568.0 0.2660

3,302.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

98.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 33,670.0 9.28 312.5 0.4890 16.5
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 200,663.0 9.97 2,000.6 0.4890

0.0

□ 0.0

989.4 0.0136 49.3

□ 0.0

21,987.5 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

69.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 163

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 165

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 85

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

六本木５丁目１６-４６

3

1年未満

6

□■ 1年度分2,355.07 m2

6

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 麻布保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E104 照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

利用客数の時間帯別把握C503

C115

C116

事務用機器を業務終了時に停止

個人用端末の不用・離席時の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

所内の温室効果ガス排出量を集計

組織横断的な推進体制の整備

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築 A206

A208

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 6,038.0

1.6

2.4

kWh

m3

611.9

0.4000

0.4890

6,038.0 0.2660

13,171.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

296.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 606,268.0 9.97 6,044.5 0.4890

0.0

3,577.9 0.0600 157.8

□ 0.0

182.7 0.0136 9.1

□ MJ 2,475,019.0 1.36 3,366.0 0.0600 148.5

4,059.0 45.00

□ MJ 2,630,800.0 1.36

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（産業用以外の蒸気）

その他（冷水）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

92.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 611

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 615

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 339

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝浦3丁目１-１６

2

1年未満

8

□■ 1年度分6,597.53 m2

7

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 しばうら保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・地域冷暖房の使用がある。
・あっぴぃ芝浦（委託業者が運営・管理）を併設している。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

エレベータのインバータ制御

E139 進相コンデンサ等による力率改善

E111 ポンプ・ファンのインバータ制御
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E125

E135

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

D104 空調フィルターの清掃・点検

その他設備の定期的な保守・点検

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施

温湿度の適正管理

C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

C123

主要設備の使用状況の把握

組織横断的な推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B107

組織体制の整備

A204 取組状況の点検体制の構築 A205

A208

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,673.0

0.7

1.1

kWh

m3

59.0

0.4000

0.4890

2,673.0 0.2660

1,181.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 54,123.0 9.76 528.2 26.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

653.2 0.0136 32.6

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

14,516.3 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

74.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 59

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 60

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 30

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

赤坂５－５－２６－１０１

5

1年未満

7

□■ 1年度分792.56 m2

2

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 赤坂保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E110 高効率モータの導入（空調用）
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

D108 その他設備の定期的な保守・点検

C116

C117

個人用端末の不用・離席時の停止

便座ヒーター等温度の季節別設定

C123 温湿度の適正管理

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

日本工業規格に準じた照度の設定

C508 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C103

主要設備の使用状況の把握

所内の温室効果ガス排出量を集計

所内で温暖化対策情報の提供

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築 A206

A211

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

2.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 3,930.0

1.0

1.6

kWh

m3

158.1

0.4000

0.4890

3,930.0 0.2660

3,203.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

96.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 198,186.0 9.97 1,975.9 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

1,227.1 0.0136 61.2

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

27,269.3 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

51.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 158

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 160

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 82

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

元麻布２－１４－１２

4

1年未満

6

□■ 1年度分3,087.72 m2

0

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 元麻布保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

太陽光発電設備の導入

E142 太陽熱利用設備の導入

E140 ＢＥＭＳの導入

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E129

E141

全熱交換器の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C502 採光を利用した消灯の実施

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C126 事務用機器の台数見直し・集約化

C508 空室・不在時等の空調停止 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C123 温湿度の適正管理

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C108

主要設備の使用状況の把握

所内会議・研修会等で報告

過去のデータによる傾向の把握

B107

A216

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B102 関連他者からの情報を加えて把握 B106

B108

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A211

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

所内で温暖化対策情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,857.0

0.8

1.1

kWh

m3

124.2

0.4000

0.4890

2,857.0 0.2660

2,479.4

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 237,104.9 9.76 2,314.1 115.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

165.3 0.0136 8.2

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

3,672.3 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

58.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 124

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 125

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 63

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

北青山３－４－１－１０１

6

1年未満

7

□■ 1年度分2,119.77 m2

1

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 青山保育園

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・令和2年3月より青山保育園が移転・赤坂子ども中高生プラザ青山館と併設

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E141 太陽光発電設備の導入
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E132 エアカーテンの設置

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

給湯設定と使用場所の温度差把握C520

C115

C117

事務用機器を業務終了時に停止

便座ヒーター等温度の季節別設定

C508 空室・不在時等の空調停止 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C123 温湿度の適正管理

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

昼休み時の消灯の実施

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C105

温暖化対策優良事例の情報収集

エネルギー等情報の対策への活用

A214

所内で温暖化対策情報の提供

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

A211

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 1,076.9

0.6

0.4

kWh

m3

73.2

0.4000

0.4890

2,095.3 0.2660

1,479.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

35.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 71,962.7 9.97 717.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

762.4 0.0136 38.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

16,942.6 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

45.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 73

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 73

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 38

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

三田５－７－７

7

1年未満

8

□■ 1年度分1,607.15 m2

9

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 13

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 豊岡いきいきプラザ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・豊岡児童館と併設

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

給湯の温水配管の保温の実施

E139 進相コンデンサ等による力率改善

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104

E122

照明点灯範囲の細分化

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

D108 その他設備の定期的な保守・点検

C319

C317

蒸気の漏れ・保温の管理

その他設備の不使用時の停止

C311 季節に応じた温度設定の見直し C113 中間期における外気冷房の実施

C315 水道メータ等で漏水の有無の点検 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空調機スイッチに空調範囲を表示

C303 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C107

主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

温暖化対策優良事例の情報収集

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A204 取組状況の点検体制の構築 A201

A214

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

4.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 6,882.9

1.8

2.8

kWh

m3

192.6

0.4000

0.4890

6,882.9 0.2660

3,877.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 198,397.9 9.76 1,936.4 97.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

70.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 143,539.0 9.97 1,431.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

509.8 0.0136 25.4

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

11,328.2 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

42.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 192

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 196

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 100

5 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

南麻布４－６－１３

4

1年未満

6

□■ 1年度分4,511.91 m2

2

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 障害者支援ホーム南麻布

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・児童発達支援センター併設

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

E105 照明用人感センサの採用
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102 蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102 セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

C417 不使用室の空調停止

C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

所内の温室効果ガス排出量を集計

設備ごとに詳細に把握

A206

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

A204 取組状況の点検体制の構築 A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 883.0

0.2

0.4

kWh

m3

71.8

0.4000

0.4890

883.0 0.2660

1,463.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

71.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 146,816.0 9.97 1,463.8 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

193.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 71

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 71

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 37

3 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝浦4－12－18

2

1年未満

8

□■ 1年度分366.55 m2

3

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝浦学童クラブ

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D102

D108

セントラル空調のフィルター清掃

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

C508 空室・不在時等の空調停止 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

温湿度の適正管理

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C123

所内会議・研修会等で報告

エネルギー等情報の対策への活用

A216

推進担当者の知識向上・内部還元

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B108

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A211

A213

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

所内で温暖化対策情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 1,433.3

0.3

0.6

kWh

m3

215.0

0.4000

0.4890

1,205.1 0.2660

4,357.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,604.0 9.76 15.7 0.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

135.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 276,338.9 9.97 2,755.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

1,586.8 0.0136 79.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

35,261.6 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

61.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 215

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 215

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 112

3 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

南青山５－７－１１及び１２

6

1年未満

7

□■ 1年度分3,503.67 m2

4

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 児童相談所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・子ども家庭支援センター等と複合施設

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

太陽熱利用設備の導入

E136 デマンドコントローラの設置
設備導入対策

E130

E142

全熱交換器の導入

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

C508 空室・不在時等の空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

温湿度の適正管理

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C123

主要設備の使用状況の把握

設備ごとに詳細に把握

B107
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

組織体制の整備

A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組内容や点検体制の定期的改善



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

3.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 6,468.0

1.2

2.6

kWh

m3

545.9

0.4000

0.4890

4,576.0 0.2660

10,897.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,062,692.0 9.76 10,371.9 519.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

525.5 0.0136 26.2

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

11,677.2 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

85.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 545

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 548

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 281

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

東京都港区

芝五丁目36番４号

1

1年未満

5

□■ 1年度分6,384.85 m2

5

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 札ノ辻スクエア

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・令和４年度開設の施設で、令和３年度の実績は準備期間中の実績となります。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

ポンプ・ファンのインバータ制御

E129 全熱交換器の導入

E109 空調の冷温水配管の保温の実施
設備導入対策

E105

E111

照明用人感センサの採用

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

利用客数別水道使用量の把握C525

C120

C524

外灯等の点灯時間の季節別管理

水道メータ等で漏水の有無の点検

C508 空室・不在時等の空調停止 C123 温湿度の適正管理

C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C108

主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B108

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,491.0

0.7

1.0

kWh

m3

78.6

0.4000

0.4890

2,491.0 0.2660

1,594.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

55.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 112,517.0 9.97 1,121.8 0.4890

0.0

□ 0.0

472.8 0.0136 23.6

□ 0.0

10,507.5 45.00

□ 0.0

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

60.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 78

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 79

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 41

5 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

高輪１丁目４番８号

1

1年未満

5

□■ 1年度分1,280.74 m2

6

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 精神障害者支援センター　あいはーと・みなと

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

照明用人感センサの採用

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化
設備導入対策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E125

E105

高輝度誘導灯の導入

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C508 空室・不在時等の空調停止 C510 その他設備の不使用時の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

冷風と温風の混合損失の防止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C113 中間期における外気冷房の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C122

設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

所内会議・研修会等で報告

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

組織体制の整備

A204 取組状況の点検体制の構築 A213

A216

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

推進担当者の知識向上・内部還元



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

■
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 883.0

0.2

0.4

kWh

m3

129.8

0.4000

0.4890

883.0 0.2660

2,634.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

93.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 191,682.0 9.97 1,911.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

723.5 0.0136 36.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

16,078.4 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

29.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 129

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 129

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 67

2 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

9 8

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝5-28-4

1

1年未満

8

□■ 1年度分4,321.24 m2

7

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 83

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 旧三田図書館

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D106 ボイラ等の定期点検の実施

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C524 水道メータ等で漏水の有無の点検

C508 空室・不在時等の空調停止 C510 その他設備の不使用時の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C520 給湯設定と使用場所の温度差把握

余熱利用による早めの空調停止

C109 空室・不在時等の空調停止 C123 温湿度の適正管理

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C110

主要設備の使用状況の把握

排出状況の整理・分析・提供

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B107

A207

A213

取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A205

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

1.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,869.0

0.8

1.1

kWh

m3

59.2

0.4000

0.4890

2,869.0 0.2660

1,208.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 100,465.0 9.76 980.5 49.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97 0.0 0.4890

0.0

208.2 0.0600 9.2

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ MJ 14,284.0 1.36 19.4 0.0600 0.9

0.0 45.00

□ MJ 153,120.0 1.36

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（温水）

その他（冷水）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

71.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 59

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 60

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

令和５年度実績より、原油換算30KL以上になったため新規報告

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 31

3 1 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

芝浦3-4-1グランパークプラザ棟

2

1年未満

8

□■ 1年度分819.88 m2

2

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 53

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 たまち保育室

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

D108 その他設備の定期的な保守・点検

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C130 エレベータ運転台数の制限

C508 空室・不在時等の空調停止 C510 その他設備の不使用時の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

冷凍機等の出入口温度把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C124

過去のデータによる傾向の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

組織体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

証書による環境価値
の利用

再生可能エネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネル
ギー発電設備の設
置

□
再生可能エネルギー
電気の受入

□

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 440.0

0.1

0.2

kWh

m3

58.8

0.4000

0.4890

440.0 0.2660

1,192.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

36.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業
者

の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 75,071.0 9.97 748.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

443.5 0.0136 22.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

9,856.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面
積当たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

36.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 58

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排
水に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 58

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

令和５年度実績より、原油換算30KL以上になったため新規報告

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 30

4 9 連鎖化事業区分 非該当
直営
店

□

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
における細分類番号

8 5

報告範囲の主たる用
途

□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

東京都港区

新橋6丁目4番1号

0

1年未満

5

□■ 1年度分1,570.50 m2

1

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 0 0 73

事 業 所 等 の 所 在 地

6

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 きらきらプラザ新橋

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

・当該施設は指定管理者が運営・管理。

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105 換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

開け放し開口部面積の縮小

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C305 利用状況に応じた空調の設定変更 C132

主要設備の使用状況の把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使用状況の把握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B107

組織体制の整備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

地球温暖化対策の方針等の設定


